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前回でヒシベニボタル亜科の解説を終了したの
で，今回はホソベニボタル亜科の解説を行いたい．

ホソベニボタル亜科 Ateliinae Kleine, 1928
本亜科はヒゲナガホソベニボタル族 Ateliini と

ホソベニボタル族 Dilophotini の 2 つの族から構成
される (Bocák & Bocáková, 2008)．ヒゲナガホソベ
ニボタル族（代表的な属は Atelius C.O. Waterhouse, 
1878 と Scarelus C.O. Waterhouse, 1878）は東洋区に
分布し，雌はこれまで発見されておらず，幼形成
熟をするものと推定されている．

日本に分布する本亜科のベニボタルは，ホソベ
ニボタル族のホソベニボタル属 Mesolycus とヒメホ
ソベニボタル属 Dilophotes に所属し，雌雄ともに有
翅である．

ホソベニボタル亜科のベニボタルは，細長い体
と中央に 1 本の縦隆条をもつ前胸背板，長い触角
などで特徴づけられる．これまで，ホソベニボタ
ル族は外部形態的な特徴に基づきベニボタル亜科
Lycinae のクシヒゲベニボタル族 Macrolycini のシノ
ニムとして扱われたり（Bocák & Bocáková, 1990），
また，雄交尾器の特徴からツヤバネベニボタル亜科 
Calochorominae（現在はベニボタル亜科 Lycinae の
ツヤバネベニボタル族 Calichromini とされる）に含
まれることもあった（Kazantsev, 2004）が，現在は，
暫定的にホソベニボタル亜科に分類されている．

ホソベニボタル族 Dilophotini Kleine, 1928
体は細長く，両側縁が平行である．複眼は比較

的小さい．触角は長く，弱い鋸歯状から扇状まで
の形状が認められる．前胸背板は中央前方に前縁
から伸びる 1 本の縦隆条をそなえる．上翅は長く，
背面は 3 本の縦隆線をもち，隆線間は粗く密に点
刻される．脚は細長い．雄交尾器は側片を欠き，
基片は大きく，非対称形である．

日本産ホソベニボタル族Dilophotiniの属の検索表
1(2)	前 頭 は や や 長 い ． 雄 交 尾 器 の ペ ニ ス は 長

い．..........................ホソベニボタル属Mesolycus
2(1)	前 頭 は 短 い ． 雄 交 尾 器 の ペ ニ ス は 短

い．.................ヒメホソベニボタル属Dilophotes

ホソベニボタル属Mesolycus Gorham, 1883
タイプ種： Mesolycus puniceus Gorham, 1883 (= Eros 
atrorufus Kiesenwetter,1879)（日本）． 

頭部は前方に向けやや張り出す．複眼は比較的
小さい．触角は雌雄ともに弱い鋸歯状．前胸背板
は横長で，前縁は前方に向け丸く張り出し，側縁
は基部に向かって徐々に広がる．また，前角は幅
広く丸くなり，後角は側方に強く張り出す．前胸
背板は隆起縁で囲まれ，背面に前縁中央から始ま
る 1 本の縦隆条を備え，前角と後角の内側は強く
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凹む．また，前縁部と側縁部は幅広く，粗く密に
点刻される（図１）．上翅は細長く，3 本の縦隆線
をもち，基部 1/3 より後方で裂開する．第 1 縦隆線
は微弱である．各隆線間は粗く密に点刻され，微
毛で被われる．跗節の爪は先端部で二裂する（図
15）．雄交尾器のペニスは長く，先端部に付属片を
もつ．また、側片を欠き，基片は大きく，非対称
形である．東洋区と旧北区に分布し，これまでに 8
種が記録され，日本からは次の 1 種が知られている．

1. ホソベニボタル Mesolycus atrorufus (Kiesenwetter, 
1879)（図1, 2, 7, 11, 15−17）

4.5−6.3mm． 体は黒褐色．頭部・触角・前胸背板・
小楯板・脚は黒褐色，黄褐色の微毛で密に被われ
る．上翅は暗赤褐色，赤紫色の微毛で密に被われる．
前頭はやや長い．複眼は比較的小さく，雄の複眼
間の距離は複眼長径の約 1.5 倍，雌では約 2 倍．触
角は長く，弱い鋸歯状．小あごひげ末端節は斧形
で，長さは幅の約 2 倍，前縁は幅広く丸められる．
前胸背板は前縁が前方に幅広く丸く張出し，側縁
は基部に向けてしだいに広がり，背面中央に前縁
から伸長する 1 本の縦隆条をもつ．小楯板は先端
部が幅広く丸められる．上翅は 3 本の縦隆線をそ
なえる．第 1 縦隆線は基部後方で微弱になる．隆
線間は粗く密に点刻される．腿節・脛節ともに長く，
跗節の爪は先端部で二裂する．雄交尾器のペニス
は非常に長く，多少とも内側に湾曲し，先端部は
基部から分離し，開口部に発達した付属物をそな
える．また，側片を欠き，基片は長く，非対称形
である．6 ～ 8 月に出現する．分布：北海道・本州・
四国・九州・下甑島・屋久島・種子島・南千島；中国．

[ 備考 ]　西日本のホソベニボタルは前胸背板と
上翅の色彩に黒化の傾向が多く認められ，四国産
の黒化型は，var. mediozonatus Nakane, 1955 とされ
ている．タイプ産地は徳島県剣山．Kazantsev (2004) 
は香川県象頭山の雄 1 個体と山梨県鳳凰山の雌 1
個体を用いて，この型を種に昇格したが，タイプ
標本の検討を行っていないので，ここではこれま
で通りホソベニボタル Mesolycus atrorufus の黒化型
として扱っておく．なお，日本産のホソベニボタ
ルに関しては，屋久島産と種子島産は，本州産と
比較して雄交尾器のペニスが内側に湾曲せず，長
さも短いことが確認されている．また，九州で採
集された標本の中に未記載種が 1 種あることを認
めている．これらについては，現在，検討中である．

ヒメホソベニボタル属Dilophotes C. O. Waterhouse, 
1879

タイプ種： Lycus exilis C. O. Waterhouse, 1878（サラ
ワク）．

頭部は前方に向けて伸長しない．複眼は頭部の
側方につき，比較的小さい．触角は鋸歯状，または，
扇状．前胸背板は横長で，前縁は前方に向けて丸
く張り出し，側縁は基部に向けて徐々に広がる．
また，前角は幅広く丸くなり，後角は側方に強く
張り出す．前胸背板は隆起縁で囲まれ，背面に前
縁中央から始まる 1 本の縦隆条をそなえ，前角と
後角の内側は強く凹む．また，前縁部と側縁部は
幅広く，粗く密に点刻される（図 3）．上翅は細長く，
会合部は小楯板後方から少しずつ離れる．背面は 3
本の縦隆線をもち，各隆線間は粗く密に点刻され，
微毛で密に被われる．跗節の爪は先端部で二裂す
る．雄交尾器の形態は変化に富むが，ペニスは比
較的短い．また，側片を欠き，基片は大きく，非
対称形である．東洋区と旧北区ではユーラシア大
陸東岸の島々に広く分布し，これまでに約 70 種が
記録され，日本からは次の 3 種が知られている．

日本産ヒメホソベニボタル属 Dilophotes の
種の検索表

1(2)	触角は雌雄ともに鋸歯状．4.9 mm．奄美大
島．………………… Dilophotes matobai Matsuda

2(1)	触角は雄では扇状，雌では鋸歯状．
3(4)	前 胸 背 板 は 赤 色 ． 6 . 3 − 7 . 0  m m ． 本 州 ．

……………….. Dilophotes ohirai (K. Ohbayashi)
4(3)	前 胸 背 板 は 黒 色 ． 5 . 5 − 6 . 2 m m ． 北 海 道 ．

…………………….. Dilophotes vandyki (Nakane)

2 .  アマミホソベニボタル  Dilophotes  matobai 
Matsuda, 2009（図3, 4, 8, 12, 18, 19）

4.9mm．体は黒褐色．頭部・触角・前胸背板・
小楯板・脚は黒色または黒褐色，黄褐色の微毛で
やや密に被われる．上翅は黒色，赤褐色の微毛で
密に被われる．前頭は短い．複眼は比較的小さく，
雄の複眼間の距離は複眼長径の約 1.5 倍．触角は長
く，弱い鋸歯状．小あごひげ末端節は斧形で，長
さは幅の約 1.3 倍，前縁は幅広く丸められる．前
胸背板は前縁が前方に幅広く丸く張出し，側縁は
基部に向けてしだいに広がり，背面中央に前縁か
ら伸長する 1 本の縦隆条をもつ．小楯板は先端部
がわずかに凹む．上翅は 3 本の縦隆線をそなえる．
第 1 縦隆線は基部 1/3 後方で微弱になる．隆線間は
粗く密に点刻される．腿節・脛節ともに長く，跗

節の爪は先端部で二裂する．雄交尾器のペニスは
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短く，円筒状で，先端部に 1 対の尖った突起をも
つ膜状の内袋をそなえる．また，側片を欠き，基
片は長く，非対称形で，先端に向けて広がる．6 月
に出現するが，少ない．分布：奄美大島．

 [ 備考 ]　本種は宇検村赤土山で得られたホロタ
イプ標本の雄 1 個体のみが知られている．

これまでのところ，南西諸島からヒメホソベニ

ボタル属の他の種は確認されていない．

3. ムネアカホソベニボタル Dilophotes ohirai (K. 
Ohbayashi, 1956)（図5, 9, 13, 20, 21）

6.3−7.0 mm．体は黒褐色．頭部・触角・小楯板・
脚・上翅は黒色または黒褐色，暗赤褐色の微毛で

図1−10．ホソベニボタル属（1，2，7）およびヒメホソベニボタル属（3−6，8−10）の前胸背板（1），背面図（2，
4−6），頭部と前胸背板（3），および触角（7−10）．2，7，ホソベニボタル；4，8，アマミホソベニボタル；5，
9，ムネアカホソベニボタル；6，10，ムネクロホソベニボタル．
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図11−21．ホソベニボタル属（11，15−17）およびヒメホソベニボタル属（12−14，18−21）の小あごひげ（11−14），跗
節の爪（15），および雄交尾器（16，18，20：側面；17，19，21：腹面）．11，15−17，ホソベニボタル；12，
18，19，アマミホソベニボタル；13，20，21，ムネアカホソベニボタル；14，ムネクロホソベニボタル．
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やや密に被われる．前胸背板は赤色，赤色の微毛
で密に被われる．前頭は短い．複眼は比較的小さく，
雄の複眼間の距離は複眼長径の約 1.8 倍，雌では約
2.2 倍．触角は長く，雄では扇状で，第 3 節から 10
節までは先端部に長さの 1.2 ～ 2.7 倍までの長い分
枝をもつ．雌では強い鋸歯状．小あごひげ末端節
は斧形で，長さは幅の約 1.5 倍，前縁に数個の小突
起をもつ．前胸背板は横長で，前縁が前方に幅広
く丸く張出し，側縁は基部に向けてしだいに広が
り，後角は側方に向けやや強く突出する．背面中
央に前縁から伸長する 1 本の縦隆条をもつ．小楯
板は先端部がわずかに凹む．上翅は 3 本の縦隆線
をそなえる．第 1 縦隆線は微弱であり，隆線間は
粗く密に点刻される．腿節・脛節ともに長い．雄
交尾器のペニスは短く，円筒状で，先端部に 1 対
の小さい突起をもつ膜状の内袋をそなえる．また，
側片を欠き，基片は長く，非対称形で，中央後方
で幅が最も広くなり，その後先端に向けて狭くな
る．7 ～ 8 月に出現するが少ない．分布：本州（中
部山岳地域）．

[ 備考 ]　本種と次種は Stenolycus 属の種として
記載されたが，現在，この属はヒメホソベニボタ
ル属のシノニムとして扱われている．

4. ムネクロホソベニボタルDilophotes vandykei 
(Nakane, 1970)（図6, 10, 14）

5.5−6.2mm．体は黒色または黒褐色．頭部・触角・
前胸背板・小楯板・上翅・脚は黒色または黒褐色，
黒褐色または暗赤褐色の微毛でやや密に被われる．
前頭は短い．複眼は比較的小さく，雌の複眼間の
距離は複眼長径の約 1.9 倍．触角は長く，雄では扇
状で，第 3 節から 8 節までは先端部に長い分枝を
もち，分枝の長さは各節の長さよりも長い（タイ
プ標本の雄は第 9 ～ 11 節を欠く）．雌では強い鋸
歯状．小あごひげ末端節は斧形で，長さは幅の約 1.5
倍，前縁に数個の小突起をもつ．前胸背板は横長で，
前縁が前方に幅広く丸く張出し，側縁は基部に向
けてしだいに広がり，後角は側方に向けやや強く
突出する．背面中央に前縁から伸長する 1 本の縦
隆条をもつ．小楯板は先端部がわずかに凹む．上
翅は 3 本の縦隆線をそなえる．第 1 縦隆線は基部
を除き，微弱であり，隆線間は粗く密に点刻される．
腿節・脛節ともに長い．雄交尾器のペニスは短く，
円筒状で，先端部に鉤状の突起をもつ膜状の内袋
をそなえる．また，側片を欠き，基片は長く，非
対称形で，中央後方で幅が最も広くなり，その後
先端に向けて狭くなる．7 ～ 8 月に出現するが少な
い．分布：北海道．
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【短報】対馬におけるコガシラミズムシ科4種の記
録

従来，長崎県対馬のコガシラミズムシ科は，コガ
シラミズムシ Peltodytes intermedius (Sharp, 1873) の
みの生息が確認されていた (Vondel, 1992)．筆者ら
は初記録と思われる 3 種を含むコガシラミズムシ科
4 種を対馬において採集しているので報告する．

1. コガシラミズムシPeltodytes intermedius (Sharp, 
1873)

2 頭 , 対馬市美津島町鶏知 , 11. IX. 2005, 緒方健
採集・保管 ; 20 頭 , 対馬市美津島町浅茅山 , 6. VIII. 
1994, 吉富博之採集，愛媛大学ミュージアム保管．

2. シナコガシラミズムシPeltodytes sinensis (Hope, 
1845)

2♂1♀, 対馬市上県町志多留田ノ浜 , 10. IX. 2005, 
上手雄貴採集・保管 ; 5 頭 , 同所 , 緒方健採集・保管．

前種に似るが，頭頂に 1 対の暗色紋をそなえるこ
と，後基節板後縁の突出が弱いこと，雄交尾器の形
態などにより比較的容易に区別することができる．

3. チビコガシラミズムシHaliplus (Haliplus)simplex 
Clark, 1863

1♂, 対馬市上県町志多留田ノ浜 , 10. IX. 2005, 上

手雄貴採集・保管 ; 2 頭 , 同所 , 緒方健採集・保管．
日本からは H. minutus Takizawa, 1931 として記録

されていたが，Vondel et al. (2006) によって本種の
シノニムとされた．和名に関しては，複雑な経緯
があり，Takizawa (1931) は H. minutus を大陸の H. 
simplex とは区別して記載した上で，H. minutus を
チビコガシラミズムシ，H. simplex をチョウセンコ
ガシラミズムシとしている．中根 (1985, 1987) は，H. 
japonicus Sharp, 1873 にチビコガシラミズムシをあ
て，H. minutus に対しては，エゾチビコガシラミズ
ムシという和名を提唱している．また，佐藤 (1984) 
および佐藤・吉富 （2005） は，H. minutus をチビコ
ガシラミズムシ，H. japonicus をクビボソコガシラ
ミズムシとしている．ここでは，佐藤・吉富 （2005） 
に従い H. simplex に対しチビコガシラミズムシの和
名で記録する．日本産の同属他種とは，より小型 

（2.5–2.7mm） で上翅の肩部が側方へ張り出すこと，
また雄交尾器の形態などにより区別することがで
きる．

4. クロホシコガシラミズムシHaliplus (Liaphlus) 
basinotatus Zimmermann, 1924

5 頭 , 対馬市美津島町浅茅山 , 6. VIII. 1994, 吉富
博之採集，愛媛大学ミュージアム保管．

図1–4. 対馬産コガシラミズムシ科. 1, コガシラミズムシ; 2, シナコガシラミズムシ; 3, チビコガシラミズムシ; 4, クロホ
シコガシラミズムシ.


